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こんなことまで
できるなんて !

“ I can't believe
ChatGPT 
can do this! ”

連載

「Gemini 3」の評価
―2025 年 11 月に発表された Gemini の最新モデル
「Gemini 3」の評判がいいですね。
大野：Gemini って、評判いいですか？
―現場の声は聞いてないですけど、YouTube 上では
「ChatGPT を超えた」とか「ChatGPT も真っ青」などと
言われています。
大野：超えてるとは思えないなあ。あれです
かね、Gemini の AI 画像生成ツール「Nano 
Banana Pro」の評判ですかね。たしかに、
画像やスライド作成はよくなったと思いま
す。

このままChatGPT が進化すれば、士業を始めと
するホワイトカラーの仕事は奪われていく――!?
そのことに危惧を感じた我々は、“税理士業界にお
けるChatGPTの第一人者”大野修平氏とともに、
ChatGPTの進化の動向をウォッチしていくことに
した。ChatGPTの進化は止まらない。それどころ
か早まるばかりだ――

（文・武田司、Claude : Sonnet4.5）

第８回　取材日

なんてこった !!

取材／セブンセンス税理士法人（東京都港区）
ディレクター 公認会計士・税理士　大野修平氏
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―画像作成系の機能は、評判になりやすいですよね。
大野：以前も画像系が進化したときに、騒が
れていましたね。私もいくつか試して、スラ
イドはけっこう上手に作るなという印象でし
た。
　これですね。税制改正大綱をGeminiにアッ
プロードして、解説スライドを作成したもの
です。それだけで、こんなものができてしま
います【写真下・左】。
―すごい世界になりましたね。
大野：毎年、そろそろ税制改正大綱が発表さ
れる時期になります。それを税理士が読み込
んで、早いところでは 2、3日後に概要や解
説を公開しますが、それももう Gemini に渡
してしまえばある程度のものが瞬時にできて
しまいます。
　スライドはエクスポートすれば Google ス
ライド形式で出力してくれますので、編集も
自由自在にできます。PowerPoint 形式で出
力したら、アニメーションなども付けられま
す。使用画像は取得元のソースが記されてい
るので、商用利用していいものかどうかなど
も確認できます。
―あらためて、すごいことですよね、これって。ここまでに
なるのが、本当にあっという間でした。しかも、デザインや
レイアウトに崩れや破綻もありません。
大野：これまで「Genspark（ジェンスパーク）」
で作成するとそうしたことも起こったのです
が、そういう不具合もなくなりました。
　それから、Nano Banana の画像作成はも
はやリアルすぎてヤバいです【写真下・右】。
―あー、すごいですね。隣の女の子と同じ顔をしてるのが
ちょっと気になりますけどね（笑）。話を戻すと、Gemini 3
が Nano Banana を中心に大きく進化しましたが、まだま
だChatGPTより優れているわけではないですか？
大野：スライド作成などに利用する場合には、
今のところ Gemini が便利だと思います。だ

から、同じ用途で使われていたGensparkは、
瀕死の状態になっているのではないでしょう
か（苦笑）。
　ただもっとデザイン性を重視するのであれ
ば、Google の「NotebookLM」がおすすめ
です。NotebookLMなら、デザインスタイル
を指示することが簡単にできます。
　例えば好きなデザインの画像データを
Gemini などに貼って「こういうデザインで
スライドを作りたいので、言語化してほし
い」などと伝えると、「YAML（ヤムル）」と
いうデザイン仕様書を書き出してくれます。
それを NotebookLM に貼り付けると、仕様
書に従ってデザインしたものを作ってくれま
す【次ページ写真上】。できるまですこし時
間がかかるので、後でできあがったら見てみ
ましょう。

選択肢が広がる、生成AI の世界
―生成AI のベンダーが群雄割拠する中で、それでもやはり
ChatGPTが一番バランスがよいとYouTube で解説してい
る人がいました。それから、どのAI も十分に進化している
から、どれを使っても日常使いではそれほど大差はないとい
う話も聞きました。
大野：ChatGPT もいいですが、「Claude（クロー
ド）」もいいですよね。Claude、使っていま
すか？
―はい、Claude はほんとに優秀です。ですから私は
ChatGPTのプランをPro から Plus にダウングレードした
んですけど、以来一度も使っていないから、Plus も辞めよ
うかなと考えています。
大野：ChatGPT は押さえておいたほうがいい
と、私は思いますけどね。
―Claude は、的の外れた回答をすることがほとんどないで
すよね。
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大野：そうですね。いいところをついてくる
というか、レスポンスも早くて気持ちいいや
つです、Claude は。
　Claude もモデルを選べますが、日常使い
用が「Sonnet（ソネット）」で、よく考えて
くれるのが「Opus（オーパス）」。「Haiku（ハ
イク）」は回答がとても早くて、追いつけな
いくらいです。
　Gemini も悪くはないのですが、ピントが
ズレているというか、「それじゃない」「そこ
を知りたいわけじゃないんだけど」というこ
とがけっこうあります。それに Gemini は遅
いのですが、高速モードにすると本当におバ
カになってしまいます（笑）。
　とはいえ、Gemini を捨てきれないのは、
Gmail だったり Google カレンダーだった
り、そういったところにチョコチョコ顔を出
して手伝ってくれるので便利ですし、憎みき
れないやつですね。
―付き合いのいいやつなんですね（笑）。
大野：メールの返信を書くときは、「文章作成
サポート」などとラフに書けば、文章を作成
してくれます【写真下・左】。さらに最近は、
メールの要約をしてくれて、何度もやり取り

をしているメールも概要をまとめてくれたり
します。
―なるほど。そうやって使うんですね。
大野：私がそれよりもすごいと思っている
のは、「Google Workspace Studio」 で す。
Workspace Studio はアプリ同士を連携させ
て、タスクを自動化することができる AI エー
ジェントツールです【写真下・右】。
―前回教えてもらったChatGPTの何でしたっけ？　あれに
似ていますね。
大野：はい、OpenAI の「Agent Builder」ですね。
今後は、こうしたワークフロー系の AI がア
ツくなるんだろうと思いいます。
　例えば、特定の人からメールが来たら
Google Chat で教えてくれるワークフローな
どが作れます。メールが来たら AI が差出人
を判定してプロンプトの条件に該当していた
ら、メールの内容をサマライズし、Google 
Chatに送るというフローが自動化できます。
　ワークフローは RPA みたいなものなので
すが、判断や分岐箇所に AI を入れることで
さまざまな作業を自動化することができま
す。
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AI の持つ公平性と
中間色の「スカイブルー」
―ChatGPTもアップデートされたんですね。
大野：先日「5.1」になりました。「ChatGPT-5」
が出たのが 8月でしたので、5.1 が出るまで
は 3か月しかかかりませんでした。
　ただ、5と 5.1 でどこがどう変わったのか
は、もはや私たちには判断がつきません。
―「ブルーカラービリオネア」の話があるじゃないですか。
先日、YouTube で、そんな状況にはならないという動画が
あったので見てみたら、ブルーカラービリオネアが生まれる
ような状況になるほど、ホワイトカラーは消滅しないという
話でした。でも注釈のような感じで「でも、士業と呼ばれる
人たちは違います。あの人たちの仕事はほとんどなくなりま
す」みたいなことをサラッと言っていて、ショックを受けた
んです。
大野：なるほど（苦笑）。でも、いわゆるホワ
イトカラーと言われる仕事においても、さま
ざまな白色があると私は思っています。その
中には、ブルーに近いホワイトもあると思う
んですよ。
　私はそれを「スカイブルー」と呼んでいる
んですが、水色ですね。例えばパソコン上で
完結する仕事だったら、それは AI に取って
代わられると思うんですけど、そうではなく
て、例えば社長と毎月面談をするなどの仕事
にはブルーカラー的な要素があると思いま
す。
　この取材だって ChatGPT に聞けばおおよ
そのことは分かると思いますけど、私がどう
考えているのか知りたいと思うから話を聞く
のだと思います。そういう仕事はきっと残る
と思うんですよね。
　「この人の話を聞きたい」とか「この人に
喝を入れてもらいたい」とか「この人から励
まされたい」みたいに、「この人」が重要になっ

てくると思いますが、そうした状況を全ての
ホワイトカラーが築けるかというと、そうで
はないだろうと思います。
　それでも、そこを目指さないかぎりはブ
ルーカラーになるしかないと思います。これ
は、士業がどうのこうのという話ではありま
せん。
　あ！　さっきのデザインを指定したスライ
ドができあがってますよ。めちゃくちゃカッ
コよく仕上がっています【写真下】。
―パンクスタイルのデザインになりましたね！
大野：相続のスライドなのに、ショッキング
な見出しもついて、いいなこれ（笑）。
―気が利いてますね。判子の印面も正しく鏡像になっていま
す。
大野：本当だ。よくできてますね。
―それから経理代行のAI が開発されて企業での利用が始
まっているというので、気になって動画を見てみました。AI
でどんなことをやっているのかと思ったら、交通費や経費の
精算とか出張費用の申請とか、そういうことを自動化してく
れるAI だったんです。
大野：なるほど。私はそこに重大なポイント
があると思います。
　AI によって自動化して省力化や効率化で
きることも重要なんですけど、それ以上に私
が重大に感じるのは、AI に判断を任せてい
ることです。
　AI に判断させると、公平なんですよ。社
長が出した申請書だろうとヒラ社員が出した
申請書だろうと、AI は規定と照らし合わせ
て「該当する」「該当しない」と公平に判断
していきます。人間の職員にはそれができな
いですよね。
―バイアスがかかりますからね。
大野：公平性があるのは、実は AI 特有のもの
です。
　ですから、もし AI がさらに高度なことが
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できるようになって、事業者が提出した証憑
書類を税法や通達や判例などと照らし合わせ
て仕訳を切り、申告まで行えるようになった
とき、AI なら公平に判断できることになり
ます。人間ならつい手心が加わって、グレー
ゾーンの申告をしてしまう恐れがあります
が、AI にはそれがありません。
　人間が申告するより AI が申告したほうが
正しい申告になるのであれば、税理士の判子
がついてあったら税務調査に入ったほうがい
いというような、恐ろしい状況になってもお
かしくありません。

まずは、顧客との
コンタクトポイントを増やすこと
―そういう意味でも、AI と士業の仕事との親和性は高いで
すよね。
大野：多くの人は「とはいえ、AI にはこれは
できない」「あれはできない」と言いますが、
本質的な問題は、納税者の入口が AI になっ
てしまうことにあると思っています。そう
やって、納税者が税理士とコンタクトを取ら
なくなったら、AI で大抵のことができてし
まうので AI を使おうということになると思
います。
―そこがポイントですね。税理士とコンタクトを取らなくな
るという世界線。それが起きてしまうと総崩れになります
ね。今だって弊社の顧問税理士は訪問型ではないので、税理
士から連絡が来るのは期末と納税関連の通知で年数回だけで
す。そうしたものも国からダイレクトに通知が来るようにな
れば、税理士とコンタクトを取る機会はなくなりますよね。
大野：なりますね。すでにマネーフォワード
社からは「マネーフォワード AI 確定申告」
がリリースされています。領収書をアップ
ロードするだけで AI が内容を読み取り、取
引記録を自動作成できるサービスです。現時
点では明細書の作成までしかできませんが、
いずれ確定申告書も自動で作成されるように
なると思います。
―それは必然の流れでしょうね。
大野：だからこうした自動化はベンダーさん
たちに任せて、私たちはそれに乗っかればよ
く、私たちはベンダーさんが開発をしてい
る間に、そうではないところに「勝ち筋」を
見つけていかなければならないのだと思いま
す。
　まずは、所得税で申告ができるようになり
ます。その次は法人税です。そうした流れが

この 2、3年のうちに起こるので、今のうち
にそれらの業務を失った私たちがやるべきこ
とは何なのかを突き詰めて考えていかなけれ
ばならないと思います。
　生粋のブルーカラーになって生きること
も、一つの手だと私は思います。その可能性
も十分にあるから、身体を鍛えておかないと
と思っています（苦笑）。
　いずれにしても真っ白な知的労働者でいつ
づけることは、よっぽどでもないかぎり難し
いのだろうと思います。
―今は「AI 活用」などと言われていて、もちろん活用する
のも大事ですが、それ以前にやるべきことがあるということ
ですよね。
大野：そうですね。そのときにホワイトカラー
という立場から AI を活用しようと考えてし
まうと意味がないと思います。なぜなら、そ
うした活用は、ユーザーである納税者がする
ものだからです。
　私たちはホワイトカラーとしての AI 活用
じゃなくて、スカイブルーという立場から活
用方法を考えていかなければならないと思い
ます。
―うーん。具体的にはどんな方面で活用を考えていけばいい
のでしょう？
大 野： 例 え ば MAS（Management Advisory 
Service、経営助言サービス）などは、その
一つだと思います。今までMAS を提供しよ
うと思ったら一定の知識や経験がないと提供
できませんでしたが、そうしたものはある程
度 AI に任せることができます。そうなると
何が重要になってくるかといえば、「機微」
を読み取る力です。
　「今社長が不快な顔をしたな」とか「心こ
こにあらずだな」「別のことで悩んでいるん
じゃないのかな」「この言葉は届いてないな」
などという相手の変化を敏感に読み取れる
力。そこに、生成AIの賢さや合理性、正確性、
公平性などが加わったら、鬼に金棒だと思い
ます。そうなれば、来月もまた会ってほしい
と思ってもらえると思うんです。
　そうした微妙な心の動きを読み取る能力は
どうやったら磨けるのかと言えば、そこに教
科書はありません。それは生きてきた中で、
あるいは生きていく中で身につけていくもの
で、書籍などを読んで一朝一夕に身につくも
のではありません。ですからそうした能力を
持った特定の人に、人気が集まるような状況
になると思います。
―機微を読み取れるか読み取れないかは別として、それに

FIVE STAR MAGAZINEFIVE STAR MAGAZINE2026.01 39



セブンセンス税理士法人
（東京都港区）
公認会計士・税理士、ディレクター
大野修平
大学卒業後、有限責任監査法人トーマ
ツへ入所。金融インダストリーグルー
プにて、主に銀行、証券、保険会社の
監査に従事。トーマツ退所後は、資金
調達支援、資本政策策定支援、補助
金申請支援などで多数の支援経験を
持つ。また、スタートアップ企業の育
成・支援にも力を入れており、各種ア
クセラレーションプログラムでのメン
タリングや講義、ピッチイベントでの
審査員や協賛などにも精力的に関わっ
ている

よってどうなるかは分かりませんが、取り急ぎ士業の仕事が
代替されてしまう前に、顧客と定期的にコンタクトできる環
境を作っておく必要がありますね。
大野：コロナがあって、各種テクノロジーが
出揃い、お客様に会わなくても仕事が完結す
る時代になりました。それで、効率性が高まっ
て満足していたんだけど、効率では AI には
敵いません。
　今ではもう多くの先生がお客様に言われて
いると思います。「ChatGPT に聞いたらこう
いう回答だったのですが、先生、これで合っ
ていますか？」と。そうした質問をたぶん多
くの方が受けていると思います。
　お客様が先生に質問する前に、ChatGPT
に相談する時代になっています。それでも今
はまだ ChatGPT が間違えてしまうから、最
終確認として私たち専門家に確認してもらえ
ます。しかし、これが 2026 年、2027 年く
らいになると、確認する必要もなくなると思
います。そうなったときにはもう、お客様か
らの連絡は来なくなってしまいますよ。
　例えば、私の NotebookLM ですけどね。
ここに所得税法や法人税法、消費税法、相続
税法などを全てダウンロードしているんです
よ【写真上】。
―NotebookLMは、そうしたものをAI が読み込んで学ば
せられるようになっているんですよね。
大野：これらの法令は一般公開されています
し、マークダウン形式でダウンロードできま
すので、そのファイルを渡せばあとは相談し
放題です。足りなければ判例を入れてもいい
し、政令や措置法、通達なども学ばせればい

いだけの話です。
―聞かれているうちが花だってことですよね。今ふっと思い
出しましたけど、昔、税理士さんが顧問先を集めて定期的に
経営者交流会とかをやっていたじゃないですか。ああいう
のって今もやっているんですかね？
大野：やっているところはやっていると思い
ますけど、少ないですよね。
―今こそ、価値がありますよね。だから、昔の税理士の営業
スタイルに戻ったほうがいいのではないかということも感じ
ています。
大野：そうかもしれないですね。昔だったら、
顧問先を引き合わせてみんなで交流しましょ
うという主旨だったかもしれませんが、今な
らそこに生成 AI を入れて、ナレッジを共有
できるような集まりにしたりなど、そうした
プラスアルファの交流会にもできそうな気が
しますね。
―そうした人的な交流会をやることも、スカイブルーですから
ね。本日も貴重なお話をありがとうございました。引き続き気
を引き締めて、生成AIの進化を注視していきましょう。■

FIVE STAR MAGAZINE 2026.0140


